第一回　施設処遇検討会議　議事録

H19.4.16　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・清水S.G.M・小松・佐々木・山田・原・山口・馬渡・三浦・小坂

（欠席者：千葉C.E.O・村田顧問・秋山S.G.M）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：馬渡

議題

１：馬渡　武光　様（青風荘入所者様）の処遇について

２：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

３：中居　美津子　様　（青明舎利用者様）の処遇について

１：馬渡　武光　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

1 糖尿病であるが、病気に対して理解が無く、食に対する執着心が強い。（盗食、他者へおやつをたかる、ゴミ箱をあさる。）

介入方法→・毎月の検査データを確認しながら主治医と相談し食生活について検討している。

　　　　　・主治医と相談の結果、現在は普通食になっているが（本人は間食も自由だと思っている）データが悪化する時もあり、間食の制限の必要性を説明し、買い物時は内容を確認し、アドバイスしている。

2 コーヒー・タバコ等の自己制限ができない。

介入方法→・ごみ箱をあさったり、他者にたかったり、しけもくした際はその都度注意し、繰り返し説明する。

・タバコの本数や日付を決め、その日に渡している。

3 職員からの説明をなかなか理解できない。（コミュニケーション技術が未熟な為、スムーズな会話が出来ない。都合の悪い話は聞き入れない）

介入方法→・指導を行う時は、理由を明確にし、本人の理解できる言葉で繰り返し説明する。

　　　　　・他者との疎通が図れないときには介入する。

＜評価＞

　本人は、青風荘での生活に満足しているのか。なぜ、食に対する執着心が強く、コーヒー・タバコの自己制限ができないのか、根底にあるニーズを考えると共に、一人の人として尊重し、本人も交えて面談を行いながら介入方法の見直しを行い、具体的な問題抽出をする。自立支援法による施設が移行した際、本人が利用対象者に該当するのか、評価シートの見直しを行い検討する。また、家族との関係性が希薄であることや、今年10月に入所5年を迎え、入所延長の予定であることから、家族面談を通して本人と関わりを持つ機会を提供する。

２：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 家族支援・両親が長兄と同居していることで負担が大きい。

介入方法→・面談の機会を設ける。（両親アセスメント）

　　　　　　現在の両親の生活状況の確認や長兄の生活状況、以前の加療時の状況、両親との関係性などを把握する。可能であれば、実際に自宅訪問を行う。（現時点では長兄が受診を必要とするか否かも分からず、長兄自身が治療をどの様に考えているのかも不透明。何らかの治療を要する場合には医療機関受診にも繋げていくことが必要であるが、現時点では強制的に受診させることは出来ない。）　　　

※以前、両親から簡単に長兄との関係は調査しており、何かあった際にすぐに相談できる機関として南郷区役所（保健師）を紹介している。

※長兄は易怒的であり、職員が介入した際に両親や本人に対し攻撃的となる可能性もあり、注意が必要。

＜評価＞

　長兄が１０年ほど実家の自室に引き篭もり、生活している。昼夜逆転の生活を繰り返し、両親へ嗜好品や生活品などの買い物を全て依頼している状態であり、以前は暴力行為も見られ精神科にて入院加療していた経緯もある。一度就労しながら単身生活を送ることを計画立て実行するものの、三日で帰宅し現在も以前と変わらぬ生活を続けている。施設側でどこまで介入して行く必要があるのかを検討すると共に、介入する場合どのような形で支援を行うのか、関係機関との情報共有・連携などの体制を整えることが可能であるか、本人を始め両親・兄へのプラス面マイナス面を予測した上での介入が必要となる。現在も両親は長兄への恐怖心や世間体を気にしている為か、保健所へ相談できずにいる。今後両親との面談の機会を設け情報収集を行い、両親から希望がある場合や必要性があれば施設側からの介入を実行する。

３：中居　美津子　様　（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

1 住居の問題

介入方法→・荷物の整理（燃えるゴミ、燃えないゴミの選別）ゴミや不要物の処理について本人と話し合う。

　　　　　・所持金の確認。

　　　　　・保証人の検討・依頼。

2 環境の変化

介入方法→ ・引っ越すことで環境が変わり不安事・本人のストレスも考えられるので相談相手となる。　

　　　　　・定期的なアパート訪問。　

＜評価＞

　アパートの退出の期限があと数日と迫っているが、アパート契約の際に必要な保証人がいまだ決まっていない状況である。姉は、以前本人の借金返済の肩代わりをしたこともあり保証人になることを拒否している。弟へも保証人依頼を試みるが連絡がとれず、保証人の件について姉と弟間も連絡をとっている様子は無い。保証人の要らないアパートもあるが、一年分の住居費の前払いや通帳の提示を求められ、本人も迷っている状態。母の遺産を貯蓄した本人の通帳を姉が管理しているため、一年分の家賃を前払いし、保証人を要さない方法を取ることも可能と本人は話す。今後保証人の問題、兄弟の問題も含め、期日までに引越しを行えるよう契約し、しっかりとした裏づけをとった上で援助を行う必要がある。
